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銀
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・
・
・
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経
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雑

主長

都
市
の
経
済
的
概
念
と
本
質

都
市
の
経
済
的
概
念
三
本
質谷

大

政

敬

序

言

吾
人
は
事
物
を
問
題
と
ナ
る
場
合
恒
に
経
験
的
な
る
も
の
(
K
V
-
E
-
c
i

H

一
。
=
)
か
ら
初
め
、
聞
し
て
超
縄
験
的
な
る
も
の

(
k
p

言
問
。
=
)
に
及
ぶ

自
が
自
然
の
順
序
で
あ
る
、
郎
ち
見
ゆ
る
も
の
ふ
栴
念
品

ι、
見
え
ざ

る
も
の
た
る
木
質
を
探
ね
る
事
に
及
ぶ
、
従
て
都
市
を
経
務
的
に
問
題

と
す
る
に
営
り
先
づ
其
白
概
念
か

b
本
質
へ

k
考
察
を
な
ナ
こ
と
ふ
ナ

司@。

第
三
十
一
審

一
四
七

第
一
一
拡

一
四
七



雑

録

都
市
の
経
涛
的
概
念
と
木
賞

ーー
都
市
の
経
済
的
概
念

人
は
都
市
と
一
言
ふ
言
葉
ぞ
耳
に
す
ゐ
時
、
家
屋
の
櫛
比
、
人

馬
絡
探
た
る
街
路
を
有
す
る
居
住
所
の
表
象
を
明
瞭
に
描
く
で

あ
ろ
う
、
或
は
大
度
高
楼
な
り
、
居
城
亦
は
不
夜
城
の
姿
入
管
忠

ひ
浮
べ
る
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
一
度
反
省
し
て
都
市

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
歳
密
に
言
語
を
以
で
せ
ん
と
せ

ば
、
印
ゆ
り
都
市
の
概
念
や
明
断
じ
時
立
せ
ん
と
試
み
る
と
、
そ

は
軍
純
な
業
で
な
い
こ
と
に
気
付
く
、
ゾ
ン
パ
ル
ト
の
言
に
る

「
都
市
な
る
概
念
は
、
日
常
用
語
に
於
て
も
、
勝
叉
曲
学
問
上
に

於

τも
確
定
し
て
居
な
い
」
ー
と
い
ふ
ニ
と
は
、
日
正
の
聞
の
消
息

を
偉
ふ
る
も
の
で
あ
る
、
蓋
し
、
好
く
吾
人
に
知
ら
れ
て
居
る

事
物
は
一
冗
来
概
念
し
難
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
し
は
次
に
ゾ
ン
バ
ル
ト
、
及
び
?
ク
ス
、
ご
エ

l
ペ
ル
の

定
め
た
る
都
市
の
経
済
的
概
念
を
紹
介
し
批
判
す
る
こ
と
》
す

る

ゾ
ン
バ
ル
ト
は
、
最
近
資
本
主
義
に
於
も
都
市
の
概
念
に
就

て
定
設
な
き
例
と
し
て
、
中
世
の
都
市
に
就
き
て
渇
ゐ
。
卸
ち

第
三
十
一
巻

一
四
八

第
一
斑

一
四
八

?
ク
レ
ル
ス
の
城
廓
説
、

反
封
、
カ
ル
ゼ
ン
の
参
事
曾
の
紋
章
説
、
市
場
機
説
、

シ
エ
レ
ナ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
城
廓
説

ユ
ス
テ

:Il!! 
方
の
刺
後

で
あ

1) W. Sornbart， Der ::Iloderne Kapitalismus， I Ikl. S. 124 
2) vV. Sombart， Der lnorlerne K.a..pitalis田町. 1 Bd. S. 124--128. 
3) Otto Schwarzschild， Die Grossstadt als Sb.ndort der Ge¥verbe. S. 6. 
4) Adam Smi th， -¥Vealth of ~ation， edited v.Y cannUl). Dook III. S・ 356.

イ
の
門
の
存
在
説
、
人
口
二
千
以
上
を
有
す
る
居
住
所
と
す
る

高
岡
統
計
院
の
採
用
す
る
説
、
最
後
に
或
る
米
園
人
の
主
張
す

る
説
的
ち
都
市
と
は
大
島
一
を
有
す
る
場
所
で
あ
る
と
す
る
鋭
、

を
列
巾
帯
し
て
而
し
て
是
等
の
諸
説
中
何
れ
が
正
し
き
ゃ
と
自
問

し
、
五
口
人
ば
是
非
と
も
一
定
の
見
地
を
決
め
ね
ば
な
ら
沿
、
五
日

人
の
柏
町
ゐ
見
地
は
、
各
部
而
の
粧
済
的
な
ゐ
特
徴
を
線
抵
し
且

つ
綜
合
す
る
に
あ
り
と
し
、
日
正
の
見
地
よ
り
都
市
の
経
絡
的
概

念
十
倍
限
定
し
て
宍
の
如
く
漣
ぶ
。

絞
済
的
意
味
に
於
け
る
都
市
と
は
、
比
較
的
大
な
ゐ
居
住
所

で
あ
り
、

そ
は
自
己
の
生
活
支
持
に
謝
し
て
は
外
部
の
農
業
的

持
働
の
生
産
物
に
依
容
す
る
。

是
の
概
念
を
要
約
す
る
と
、
都
市
と
は
非
農
業
的
な
る
大
な

る
居
住
所
で
あ
る
、
と
い
ふ
ニ
と
と
な
る
。
こ
の
思
想
は
オ
ト

1
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
シ
イ
ル
ト
氏
が
指
示
す
る
如
九
、
都
市
の
維

持
を
構
成
す
る
と

L
ろ
の
も
の
は
、

る
。
と
し
土
る
ス

t
ス
の
古
き
命
題
を
前
提
せ
る
も
の
で
、
農



業
的
居
住
所
な
る
地
方
概
念
の
矛
盾
概
念
に
る
非
農
業
的
居
住

所
を
以
て
、
都
市
概
念
と
せ
る
故
そ
の
壊
的
傾
値
は
大
な
る
も

の
で
は
な
い
、
再
言
せ
ば
、
医
分
原
理
と
な
れ
る
地
方
概
念
の

属
性
ぞ
否
定
せ
ゐ
消
極
概
念
を
以
て
都
市
概
念
と
し
て
居
る
故

甚
記
不
確
定
の
概
念
た
る
密
売
れ
得
な
い
。

火
に
都
市
は
比
較
的
大
な
る
居
住
所
と
な
し
居
る
も
、
今
日

純
粋
に
都
市
的
な
る
も
の
は
、
所
謂
振
子
移
動
に
よ
り
て
、
居

住
所
よ
り
経

J

叫
門
前
勤
の
揚
川
仁
漣
り
つ
h

あ
る
肢
の
事
貨
が
現

は
れ
て
居
る
。

?
ク
ス
、
ず
一
エ

l
ペ
ル
に
依
る
と
都
市
は
種
々
に
定
義
す
る

事
が
問
来
る
が
、
凡
て
の
定
義
に
共
通
な
る
こ
と
は
常
に
一
の

(
砂
く
と
も
相
封
的
で
は
あ
る
が
)
綱
密
な
居
住
所
即
ち
、

の

地
域
的
園
様
で
あ
っ
て
一
の
叉
は
多
く
の
散
在
せ
る
居
住
所
で

は
決
し
て
な
い
と
し
、
都
市
の
経
済
的
概
念
令
或
る
者
は
、
住

民
の
大
部
分
の
者
が
其
の
生
治
資
料
獲
得
の
矯
め
に
農
業
を
生

業
と
せ
ざ
る
居
住
地
、
叉
は
産
業
経
営
の
多
岐
性
、
市
揚
の
存

綾
等
に
求
む
る
が
、
そ
は
反
針
の
現
象
存
し
、
決
定
的
な
も
の

で
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
論
じ
て
後
、
都
市
の
粧
病
的
概
念
毎
掲

雑

都
市
の
経
潜
的
概
念
と
本
質

銀

くー

居
住
民
が
自
己
の
日
常
需
要
の
経
済
的
主
要
部
分
を
定
着
的

市
揚
に
於
て
充
し
、
而
も
共
の
大
部
分
ぞ
該
居
住
民
並
に
隣
地

の
住
民
が
共
の
市
揚
じ
於
て
版
費
す
る
矯
め
ぷ
生
産
し
た
か
、

或
は
他
よ
り
獲
得
じ
た
る
生
産
物
に
依
て
充
す
様
な
場
所
に
於

て
初
め
て
詩
人
は
絞
桝
的
意
味
に
於
け
る
都
市
と
一
一
日
ふ
w

】
と
を

得
る
・
j
i
-
-
:
・
而
し
て
都
市
と
は
〈
認
に
使
用
す
ゐ
言
葉
の
意

ト
本
二
人
二
L
主
J

n
l
h
F
l
、
一
州
場
所
校
地
℃
わ
ら
。

約
言
せ
ば
、
経
消
的
に
都
市
と
は
、
日
常
需
要
口
聞
の
定
着
的

市
担
額
の
所
在
地
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

w
な
る
。

然
し
か
冶
る
定
着
的
市
揚
巻
有
せ
ぎ
る
地
域
的
集
闘
を
都
市

と
科
し
て
居
る
事
貨
は
、
五
日
人
の
屡
々
経
験
す
る
庭
で
あ
り
、

且
つ
純
粋
に
都
市
的
な
る
も
の
に
は
か
、
ゐ
市
相
輔
の
存
在
を
必

要
と
せ
ざ
る
傾
向
に
あ
る
。

上
流
一
せ
る
如
く
?
ク
ス
、

グ
エ

l
d
ル、

ゾ

ン

バ

λ

ト

も
、
特
殊
な
る
各
都
市
の
差
別
を
無
戒
し
共
通
的
な
る
も
の
、
邸

ふ
り
非
農
業
的
居
住
所
、
或
は
日
常
需
要
口
m
の
定
着
的
市
帽
輔
の
存

在
地
な
る
類
ぞ
以
て
都
市
の
経
済
的
概
念
と
な
し
て
居
る
故
都

第
三
十
一
容

四
:Ju 

第

披

四
丸
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来佐

主長

都
市
の
経
済
的
概
念
と
本
質

市
の
外
延
上
の
確
定
あ
る
の
み
に
て
、
内
包
上
よ
り
は
確
定
さ

れ
て
居
な
い
、
都
市
そ
れ
自
髄
は
問
題
と
さ
れ
?
に
だ
都
市
に

局
す
る
や
木
口
ゃ
を
決
定
す
る
e

倍
以
て
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
し
吾
人
の
思
惟
は
、
こ
の
概
念
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
必
然

都
市
を
都
市
た
ら
し
め
る
も
の
は
何
か
を
、
即
ち
都
市
の
本
質

を
要
求
し
て
や
ま
な
い
ロ

第
三
十
一
巻

五
O 

第

披

五
O 

方
面
の
人
口
と
は
、
所
謂
行
政
的
地
域
に
於
け
る
静
的
人
口
に

し
て
、
都
市
の
賞
際
上
の
概
念
は
是
の
人
口
数
に
恭
く
も
の
で

あ
り
、
是
の
見
方
は
一
八
八
四
年
悌
園
政
府
に
於
て
初
め
て
探

一
八
八
七
年
高
岡
統
計
院
が
是
認
し
て
後
今
日
に
及

ん
で
居
る
虎
で
あ
っ
て
、
人
口
二
千
以
上
の
居
住
所
を
都
市
と

し
て
取
扱
ふ
、
濁
逸
共
和
関
統
計
で
は
人
口
二
千
以
下
や
地
方

用
さ
れ
、

一-一
都
市
の
癒
済
的
本
質

的
居
住
地
、
二
千
人
乃
至
五
千
人
を
地
方
的
都
市
、
五
千
人
乃

都
市
な
ゐ
も
の
令
部
巾
芹
し
り
し
む
る
も
の
は
何
か
、
都
市
の
一

本
質
(
当
2
2
)
或
は
形
相
(
{
「
♀
ヨ
)

感
受
し
得
る
も
の
に
代
ゆ
る
に
感
受
し
得
ざ
る
も
の
を
求
む
ゐ

は
何
か
、
そ
は
、
主
口
人
の

見
地
は
、
是
の
聞
に
答
ふ
る
立
場
で
あ
る
。
凡
そ
事
象
の
本
質

を
把
握
す
る
に
は
、
事
象
の
現
象
形
態
を
明
か
に
し
、
市
し
て

共
の
形
態
の
寄
在
理
由
t
T
探
ぬ
る
に
あ
る
。
従
て
先
づ
都
市
の

現
象
形
態
を
遁
ぶ
る
こ
と
か
ら
初
め
る
。

都
市
の
現
象
形
態
は
種
々
に
考
え
ら
る
、
で
あ
ろ
う
が
、
経

神
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
形
態
の
重
要
な
る
も
の
旨
一
は
人
口

教
で
あ
る
。
是
の
人
口
数
は
、
二
方
面
か
ら
吟
味
す
る
ぞ
得

時心、

一
は
さ
包
的
方
面
で
他
は
外
延
的
方
面
で
あ
る
c

内
包
的

全
二
商
人
や
小
都
市
、
二
高
人
乃
五
十
高
人
守
中
都
市
、
十
高

人
以
上
を
大
都
市
と
し
て
居
る
。
米
国
に
於
て
は
始
め
八
千
人

五以
百と
人を
，l.'J，者1¥
上市
ぞと
統し
計、

上共
都千灸
市四
と千
しメ」
て以
居上
ると

O2)し

現
今
で
は
二
千

我
が
内
閣
統
計
局
で
は
市
町
村
を
人
口
別
に
区
分
し
て
、

一
高
以
下

一
高
乃
至
ニ
高

二
高
乃
至
五
時

五
高
乃
至
十
高

十
市
内
以
上

町
村

町
村

市
町
村

市
区
町

市
区

の
五
段
階
に
区
分
し
て
居
る
、
現
今
市
と
稽
せ
ら
れ

τ居
る
も

の
で
最
小
の
も
の
は
首
里
市
で
人
口
僅
か
に
二

O
、
五
八
二
人

Adua Ferdn ¥Veber， The Growth of the dti!:~~; in the XIX. century. 1899' p. 
14-15. 
A. F. Weber， iJlid， p 四 -29・
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(
明
治
サ
二
年
現
在
三
蔦
五
千
人
と
す
る
と
四
千
四
百
十
八
人
減
少
)
で

他
方
人
口
二
高
以
上
の
町
村
は
寅
に
百
十
五
(
伏
見
町
最
近
市
制

を
賞
施
す
る
と
と
ふ
な
り
し
故
に
統
計
数
字
よ
り
一
を
誠
ず
)
を
数
え

共
の
内
に
は
人
口
九
高
以
上
の
人
口
伝
有
す
る
も
の
す
ら
容
す

る
、
詳
し
く
列
由
草
す
れ
ば
、

(
人
口
)

(
村
数
)

ヘ
町

d

恥
胤
J

F

Rド
ず
ヲ
一
、

〈
人
口
)

(
町
数
)

(
付
数
)

てた六七八九
百「蔦高高高

計以以 JJ.以
)上上上上

二三四五
高鳴潟蔦
以以以以
上上上上

O 六←ー
ーハコハー

O 

二二 O 

。o .... 

二二 o 

四 九二

右
の
数
字
に
徴
す
れ
ば
、
町
村
と
稿
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で

も
所
謂
中
都
市
、
小
都
市
と
し
て
何
等
遜
色
な
き
も
の
が
あ

る
。
占
ん
も
村
と
得
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
に
は
数
個
の
莱
落
よ
り

成
立
し
て
居
住
所
の
散
在
せ
る
も
の
が
あ
る
。
亦
人
口
四
官
円
以

上
の
町
村
は
概
ね
所
謂
六
大
都
市
の
近
接
地
域
に
衛
星
都
市

(伊豆}一
g
n
-
q
)
と
し
て
生
成
費
展
し
居
る
も
の
で
、
経
済
的
に

は
是
等
の
衛
星
都
市
は
、
其
等
都
市
の
中
心
都
市
と
一
鰻
に
考

ふ
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
行
政
的
に
は
、
中
心
部
市
の
匝

雑

都
市
白
経
潜
的
概
念
と
木
賞

主主

域
へ
勝
来
編
入
さ
れ
る
運
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
内
包
的
人
口
数
に
よ
る
都
市
の
定
め
方
は
、
時

代
に
よ
り
闘
に
よ
り
異
な
り
、

一
に
統
計
上
の
便
宜
に
よ
る
も

政
に
五
日
人
が
考
ふ
べ
き
こ
と
は
何
故
に
以
上
の
如
〈
人
口
二
千

以
上
若
く
は
二
高
以
上
巻
都
市
と
し

τ取
扱
ふ
や
で
あ
る
、
思

ふ
に
是
れ
が
根
擦
は
、

バコ
0: 

-' F宇

F争

"' ♂〉
岡田

-OQ 

4
J
h
b
 

t
p
 

町

w
P
O
M
Z命
回

一EE
z
z
d
p
=
2
0
=。
Z
R
}
目。心
zp
一-E
E
F
)
な
る
命
題
に
あ
る
。

削
ち
右
の
人
口
数
以
下
な
ゐ
時
は
地
小
川
、
的
欣
怨
を
枕
す
る
事
が

出
来
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
総
て
問
題
は
何
冶
標
準
と
し
て

地
方
的
扶
態
、
都
市
的
扶
態
と
い
ふ
や
や
決
定
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
こ
れ
質
の
問
題
の
決
定
に
五
日
人
は
直
面
す
る
の
で
あ
る
。

都
市
人
口
の
外
延
的
方
面
と
は
所
謂
動
的
人
口
と
言
は
る
べ

き
も
の
で
、
内
包
的
人
口
ぞ
眠
れ
る
都
市
の
人
口
と
す
る
と
、

外
延
的
人
口
は
活
働
せ
る
都
市
の
人
口
で
、
都
市
の
内
部
と
共

の
外
廓
並
に
隣
接
地
域
と
の
間
巻
毎
日
或
は
毎
週
往
復
す
る
拙
労

働
者
群
の
移
動
、
モ
ル
グ
ン
ロ

l
ト
氏
の
所
謂
振
子
移
動
炉
指

す
も
の
で
、
是
の
移
動
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
凡
そ
都
市
と

言
は
る
h

庭
に
は
顕
現
す
る
現
象
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
東
京
市

第
三
十
一
巻

一五

第

披

五
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雑

銭

都
市
山
経
務
的
概
念
と
木
賞

内
外
の
童
夜
人
口
の
増
減
は
(
諸
交
通
機
関
に
上
る
移
動
者
及
び
歩

行
者
四
推
計
を
基
礎
と
し
て
算
出
町

市
内

市
外

市
内

市
外

書

dコ

4人

口

二
、
九
七

O
、
0
0
0

一
、
九
六

O
、
0
0
0

』を

，~ 

ノ1

二
、
二
一
八
、

0
0
0

二
、
六
六

O
、
0
0
0

是
の
数
字
を
闘
解

す
れ
ば
、

口，.. 

東京市

2.216千人

+75薦人総

市

ボ
ー
ペ
ム
l
リ
博
士
の
「
都
市
概
念
の
愛
護
」
な
る
論
文
に

よ
る
じ
巴
里
、
倫
敦
の
中
央
部
人
口
の
減
退
と
、
支
の
周
遊
人

第
三
十
一
巻

五

第
一
波

亙

ロ
の
増
加
を
指
示
し
て
居
る
。
こ
の
現
象
は
都
市
が
居
住
所
な

る
意
義
を
次
第
に
失
ひ
経
済
的
活
動
の
場
所
た
る
性
質
を
愈
h

額
著
に
現
は
し
来
る
弔
』
と
及
び
都
市
の
外
延
的
人
口
の
増
加
を

指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
閥
解
す
る
と
、

-
八
六
一
年
よ
り
一
九
一
一
年
に
至
る
巴
恩
都
市
中
央
部
と
其
の
周

遺
人
口
町
増
加
割
合
、

ヌ賑".t幽セ-

4降、
/' 

憐
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村
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〈
一
人
五
一
年
よ
り
一
九
一
一
年
に
於
け
る
倫
敦
中
央
部
た
る
V
チ

1

白
人
口
減
退
、
)

(
一
八
五
一
年
)

〈
一
九
一
一
年
〉

q-
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敦
れ
川
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倫
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以
上
論
ホ
る
如
き
人
口
形
態
の
、
経
済
的
存
在
理
由
は
果

し
て
如
何
、
五
日
人
は
是
の
問
題
ぞ
解
明
す
る
に
先
ち
、
経

必
要
で
あ
る
と
考
ふ
。

済
的
な
る
意
味
ぞ
確
定
し
置
く
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
、
7
A

口な

一
般
に
経
済
的
と
言
は
る
》
揚
ム
口
に

は
二
重
の
意
味
を
有
す
る
、
共
の
一
は
、
生
活
資
料
の
猪
得

行
策
そ
意
味
す
る
揚
合
で
、
共
の
二
は
、
利
潤
的
な
る
行
震
を

意
味
す
る
揚
合
で
あ
る
。
従
て
第
一
の
意
味
に
於
て
都
市
の
内

包
的
、
外
延
的
人
口
形
態
を
経
済
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
要
請

は
原
始
経
済
財
な
ら
ざ
る
財
、
即
ち
加
工
経
済
財
或
は
文
化
財

雑

都
市
の
経
済
的
検
念
と
本
質

館t

の
生
産
に
従
事
す
る
に
あ
る
、
非
れ
故
に
都
市
の
経
済
的
本
質

は
加
工
経
済
財
或
は
文
化
財
の
生
産
に
在
り
と
い
ふ
事
に
な

る
。
も
っ
と
も
原
始
経
済
財
の
生
産
に
従
事
す
る
一
群
が
都
市

の
外
廓
に
接
す
る
地
域
に
存
し
、
亦
容
す
る
可
能
が
あ
る
が
、
そ

は
都
市
全
鰻
よ
り
見
れ
ば
僅
砂
な
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
濁
逸

諸
都
市
に
於
て
、
農
業
に
従
事
し
て
居
る
敷
は
、
全
く
機
大
さ

れ
七
都
市
原
域
に
於
で
さ
え
言
ふ
に
値
い
す
る
程
で
な
い
。
共

の
人
口
数
の
平
均
羽
は
一
%
乃
五
二
%
で
、

LP~η
少
数
の
揚
所

に
於
て
の
み
是
の
卒
均
項
を
少
し
晃
ゐ

h
A

我
が
大
阪
市
に
於
て

大
正
九
年
十
月
一
日
現
在
の
調
査
に
よ
れ
ば
全
人
口
の
一
、

o

二
%
が
原
始
産
業
に
従
事
し
て
居
り
、
こ
れ
を
大
正
十
四
年
度

の
都
市
匝
域
指
張
の
地
域
や
標
準
と
す
る
も
共
教
は
=
一
、
四
%

で
あ

L
。

第
二
の
意
味
に
於
て
、
都
市
の
内
包
的
、
外
延
的
人
口
形
態

冶
経
済
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
要
請
は
、
工
業
資
本
、
商
業
資

本
、
交
通
業
資
本
、
金
融
資
本
に
よ
り
て
利
潤
ぞ
獲
得
す
る
に

あ
る
、
共
れ
故
に
都
市
の
経
済
的
本
質
は
、
工
業
資
本
、
商
業

資
本
、
交
通
業
資
本
、
金
融
資
本
に
よ
る
利
潤
の
獲
得
で
あ
る

第
三
十
一
巻

一五一一一

第

披

一
五
三
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来陸

銭

都
市
白
極
海
的
概
念
と
本
質

と
言
ひ
得
る
。
試
み
に
我
園
の
所
謂
六
大
都
市
の
曾
祉
教
及
び

資
本
金
額
を
示
す
と
。
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以
上
論
守
る
如
く
、
五
口
人
は
思
惟
段
階
の
最
初
の
も
の
で
あ

る
蹄
納
的
方
法
に
よ
る
都
市
の
抽
象
的
概
念
ぞ
述
べ
突
に
各
都

市
の
人
口
形
態
守
媒
介
と
し
て
都
市
の
経
済
的
本
質
の
二
重
の

意
味
を
明
か
に
し
た
、
然
し
な
が
ら
是
の
考
察
方
法
の
特
質
と

第
三
十
一
巻

第

披

五
四

一
五
四

し
て
、
本
質
的
な
る
も
の
が
、
し
か
ら
ば
如
何
に
し
て
各
都
市

に
犠
現
す
る
や
は
全
く
不
明
で
あ
る
、
却
ち
一
一
血
性
、
抽
象
性

た
る
を
免
れ
得
な
い
。
経
て
思
惟
は
、
本
質
的
な
る
も
の
、
換

一
一
目
せ
ば
普
遜
的
な
る
も
の
が
、
都
市
、
非
都
市
な
る
、
特
殊
ぞ

貫
く
論
理
を
要
求
す
る
。
こ
の
論
斑
に
よ
め
て
こ
そ
、
具
醐
閥
的

な
る
都
市
の
概
念
を
把
握
し
得
ゐ
の
で
あ
る
が
、
そ
は
他
日
の

機
曾
に
譲
h

り
て
悟
性
論
理
に
よ
る
都
市
の
考
察
の
み
で
本
稿
ぞ

終
る
崎
山
L
C
E
J
予
る
リ
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